
〇 該当項目を☑し、栄養摂取の状況は近似値を記入しましょう。 

栄 養 管 理 情 報 提 供 書 
作成日 年 月 日

施設名 様

記入上、留意していただきたいこと
○1 嚥下障害 「あり」 のみ込むことができない、のみ込んだ後もせき込む、食事のあと声が変化するなどがある場合は「あり」

○2 咀嚼障害 「あり」 食べ物を噛むことができない（咬断）、すりつぶすことができない（臼磨）や歯がない、義歯が合わない、食べ物
を頬張って食べこぼしている場合は「あり」

○3 栄養補給法 経管栄養を行いながら食事をとっている場合は、「経管栄養」と「経口栄養」
○4 治療食 提供している治療食名（自施設の名称可）
○5 必要栄養量 身長、体重、活動係数、ストレス係数等を考慮して算出
○6 提供栄養量 自施設の約束食事箋等による値

○7 提供内容
とろみ 食事や水分にとろみを付けている場合には「あり」
補助食品 栄養補助食品の提供の有無、 品名、量（例: 125ml×2 本/日 ）
経管栄養 品名と量、追加水分量

○8 主食量 提供している主食の量
○9 摂取量 食事摂取量が不安定な場合は、作成日前の１週間の平均値

岩手県食形態分類標準化推進委員会 （運営事務局/公益社団法人岩手県栄養士会）
事業助成/公益財団法人いきいき岩手支援財団

氏 名
ふりがな

様 男
女

測定日    年   月   日 身 長 . ㎝

体 重 . ㎏ ＢＭＩ . ㎏/㎡
生年
月日 T・S・H・R 年 月 日 歳 ○1 嚥下障害 □ なし □ あり ○2 咀嚼障害 □ なし □ あり

○3 栄養補給法 □ 経口栄養 □ 経管栄養（経鼻） □ 経管栄養（胃瘻） □ 経管栄養（腸瘻） □ 静脈栄養

○4 治療食 □ なし □ あり（ ）

○5 必要栄養量 エネルギー/            kcal  たんぱく質/            ｇ 食塩/ ｇ 水分/             ml

○6 提供栄養量 エネルギー/   kcal  たんぱく質/         g 食塩/             ｇ 水分/             ml

○7 提供内容

副食

□コード 0j □コード 0t □コード 1j □コード 2-1 □ｺｰﾄﾞ 2-2 □コード 3 □コード 4 □コード外

一般常食

主食
○8

ｇ

□ゼリー粥 □重湯 □ミキサー粥 □5 分粥 □全粥 □軟飯 □米飯

とろみ □ なし    □ あり （ □ 薄いとろみ □ 中間のとろみ □ 濃いとろみ ）

補助食品 □ なし □ あり （ ）

経管栄養

濃厚流動食品名
朝/ ml 昼/ ml 夕/ ml 眠前/ ml

追加水
朝/ ml 昼/ ml 夕/ ml 眠前/ ml

○9 摂取量 □ 完食  □ 2/3 程度 □ 半量程度  □ 1/3 程度  □ ほとんど摂取なし

栄養管理ご担当者 様
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